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荒川 区 の 魅力 ] 者 電 旋 川 線 本 3 





作 名 の は 人 誠 じ が 隊 ま 計 ee ん 
Eruaoazaa My) 還 思 ) Rm 


商店 街 oh 
十 620U あ | 人 所 AI ボ 2 放 - 目 中 
ie 系 ポタ 0 り 則 | の | 上 上 貞和 件 條 に 
@ 葉 川 区 観光 ボラ ンティア ガイ ド ooomomoimmmn 
20 ら 語 か 5Da プラ 昌利 間 EN 
@ 玉川 ・ 町 屋 ・ 必 人 エリ アー で 0 hr 
日 慕 里 エリ ア PPP しま 
@ 南 千 住 エリ ア acoocoAoRae dEEee 


人 5 ジー  。 用 II) 


荒川 区 は 、 古 く か ら の 歴史 や 下町 風情 を 随所 に 残し つつ 、 各 地域 の 新しい まち づく り も 
進ん だ 、 懐 か し さと 新 し さ が 混ざり 合っ た 、 人 と 人 と の ふれ あい を 大 切 に し て いる まち で す 。 

荒川 区 に は 、 都 電 茅 川 線 ・ あ ら か わ 遊 園 ・ 隅 田川 ・ 伝 統 工芸 等 、 地 域 を 象徴 する 様々 な 
観光 や 歴史 的 資源 が あり ます 。 


陸生 文化 ・ 産 業 や 下町 の 人 情 等 も 、 区 が 誇 
る 貴重 5 県 で 1 


1 実際 に 荒川 区 に 足 を 連 ん で いた だ き 、 そ の 魅力 を 感じ て くだ さい 。 


本誌 に 掲載 され て いる 情報 は 、 令 和 2 年 3 月 現在 の も の で す 。 発行 後 、 内 容 に 変更 が 生じ る 場合 が あり ます 。 
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川 の 手 荒 川 まっ り 
| 開催 日 | 毎年 4 月 29 日 





UE 5 





都電 荒川 線 は 、 三 ノ 輪 橋 (荒川 区 ) か ら 早 稲田 (新宿 区 ) まで の 12.2km (30 停留 場 ) を 約 60 分 で 
結ぶ 路面 電車 で す 。 荒 川 区 内 の 沿線 で は 、 花 の 時 季 に 「 花 の 観光 地 づ くり 大 賞 」 を 受賞 し た 約 140 種 、 
約 13.000 本 の バラ が 咲き 誇り ます 。 5 月 中 旬 か ら 6 月 上 旬 、10 月 中 名 か ら 11 月 上 旬 が 見 頃 で す 。 
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特別 車両 の 運行 


都電 荒川 線 で は 、 期 間 限 定 で 、 






車内 に 特別 な 装飾 を 施し た 車両 を 運行 


共 GL 8 導 須 


| 年 間 の 運行 予定 | 
・ 都 電 さ くら 号 
・ 都 電 バ ラ 号 5 月 
者 陣 還 2 く ワク 当月 
| 運行 車両 | 


92001 形 (赤い レト ロ 車 両 ) も し く は 


92002 形 (青い レト ロ 車 両 ) 





都電 お も いで 広場 
(荒川 車庫 前 停留 場 ) 
東京 都 交 通 局 荒川 電車 営業 所 内 に 
ある 都電 お も いで 広場 で は 、 懐 か 
し い 停留 場 を イメ ー ジ し た スペ ー 
ス に 貴重 な 都電 の 旧型 車両 2 両 が 
展示 され て お り 、 車 内 に は 都電 の 
昔 懐か し い 写 真 が 展示 され て いま 
す 。 また 、6 月 10 日 の 「 路 面 電 車 
の 日 」 や 10 月 1 日 の 「 荒 川 線 の 日 」 
を 記入 し た イベ ント が 開催 きれ て 
いま す 。 
| 開場 日 | 年 末年 始 を 除く 土曜 日 、 


日 曜日 、 祝 日 


3 月 中 名 4 月 中 色 

















下町 都電 ミニ 資料 館 
(あら か わ 遊 園内 ) 
あら か ね わ 遊園 内 に ある 下町 都電 
ミニ 資料 館 で は 、 都 電 模 型 や 東京 
都 交 通 局 か ら 提 供 さ れ た 昔 懐か し 
い 都電 関連 品 の 数 々 を 常設 展示 す 
る と と も に 、 鉄 道 資料 (図書 ) 室 
を 併設 し て いま す 。 また 、 鉄 道 模 
型 運 転 場 で は 、 お子様 を 対象 に N 
ゲー ジ の 運転 が で きま す 。 


< P9 マッ プ 参 照 














ユー 

三ノ輪 橋 お も いで 館 
(三ノ輪 橋 停 留 場 ) 

三ノ輪 橋 停留 場 は 、 関 東 の 駅 100 
選 の 一 つ で 、 平 成 19 年 (2007) に 
昭和 30 年 代 頃 を イメ ー ジ し た レト 
ロ 調 の デザ イン に 改修 され まし た 。 
隣接 する 三ノ輪 橋 お も いで 館 で は 、 
都営 交通 に 関す る 案内 や 、 観 光 パ 
ン フ レッ ト の 配布 、 1 日 乗車 券 や 
定期 券 ・ グ ッ ズ 等 の 販売 を 行っ て 
いま す 。 
| 定休 日 | 火曜 日 、 水 曜日 (祝日 の 
場合 は 営業 )、 年 末年 始 


< P]13 マッ プ 参 照 





2 俳人 の まち あら か わ 





荒川 区 は 、 松 尾 難 薫 や 小林 一 茶 、 正 岡 子規 等 、 著 名 な 俳人 が 多く の 俳句 を 詠ん だ 地 で 
あり 、 区 内 各地 に 包 碑 が 建立 され て いま す 。「 俳 名 の まち あら か ね わ 」 を 宣言 し 、 区 内 
の 写真 と 俳句 を 組み 合わ せ た 「 俳 名 の まち あら か わ フ ォ ト 俳句 コン テス ト 」 等 、 俳 和 見 
に まつ わる 様々 な イベ ント を 開催 し て いま す 。 


気軽 に 俳 旬 を 
計 ん で みょう 1 / 
に ュ プ mo 


左 : 正 岡 子規 の 俳 名 「 芋 阪 も 団子 も 月 の ゆか りか な 」 や 夏目 汰 石 の | 吾 
章 は 猫 で ある | の 作 中 に 登場 する 羽 二 重 団子 本 店 に は 、 子 規 や 泊 石 
ゆか り の 愛媛 県 松山 市 の 観光 俳句 ポス ト が 設置 され て いま す 。 ここ に 投 
句 され た 俳 名 は 、3 ヶ 月 に 1 度 松山 市 に 送ら れ 選 和 名 が 行わ れ ま す , 


ry P ] 1] マッ プ 参 照 


右 : 区 内 各 図 書館 、 ゆ い の 森 あら か わ 等 に 、 投 句 箱 を 設置 し て いま す 。 
年 に 4 回 開催 され る あら か わ 俳 壇 や 、 シ ダレ ザク ラ 祭 り の さく ら 投 包 会 
へ 、 この 投句 箱 か ら 投 旬 す る こと が で きま す 








【w P9-14 マッ プ 参 照 





松山 市 観光 俳 ポ スト あら か わ 俳 壇 投 名 箱 


| に) ふく 、 ルル 0 の EE 
2* 缶 光 クタ 4 リ 
3 も ん じゃ 焼き ンク 





荒川 区 に は 、 荒川 ・ 町 屋 エ リア を 中 心 に も ん じゃ 人 0 LN 

焼き 屋 が た くさ ん ある の を ご 存 知 で すか ? 9 ング ) 了 
定番 か ら 変 わり 種 ま で 、 店 舗 ご と に 個性 豊か な 

も ん じゃ 焼き が ある の で 、 お 気に入り を 
見 つゆ で みて くだ さい 。 


か つて 駄菓子 屋 が た くさ ん あっ た 荒川 ・ 町 屋 エ リア 。 
も ん じゃ 焼き は 昔 か ら 子 ども た ちの お や つ で し た 。 


荒川 区 の 魅力 
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荒川 区 に は 、 下 町 風情 溢れ る 商店 街 が た くさ ん あり ます 。 
現在 、 荒川 区 商店 街 連 合 会 に は 40 の 商店 街 が 加盟 し て い 
ます 。 テレ ビ ド ラマ や コマ ー シ ャ ル 等 の ロケ 地 に な る こ 
と も 多く 、 区 内 の あちこち の 商店 街 が よく 登場 し て いま 
す 。 買い 物 を し た く な る 、 楽 し く な る 、 ま た 来 た く な る 
魅力 あふ れる 荒川 区 の 商店 街 に 、 ぜ ひ お 越し くだ さい 。 


モノ づく り 見 学 ・ 体 験 スポ ッ ト 


「 モ ノ づ くり の まち 」 荒川 区 で は 、 区 内 
で 製造 ・ 販 売 さ れ 、 区 民 に 親しま れ て 
いる 優れ た 製品 を 「 荒 川 ブ ラン ド 」| と 
し て 区 内 外 へ 積極 的 に 紹介 し て いま す 。 
また 、 荒 川 区 の モノ づく り を さら に 多 
く の 方 に 知っ て いた だ くく ため に 、 事業 
主 さ ん の ご 協力 を いた だ き 、 製 造 工程 
の 見 学 や モノ づく り の 体験 が で きる 
工場 ・ 工 房 等 を 、「 モ ノ づ くり 見 学 ・ 
体験 スポ ッ ト 」 と し て ご 紹介 し て いま す 。 




















オリ ジ ナ ルリ ング ノー ト づ くり 体験 ・ 彫 金 2 当 
指輪 づく り 体 験 ・ 革 小物 づく り 体 験 等 、 実 際 に e 
自分 の 手 で 触れ て 作っ て みる と 、 モ ノ づ くり の e 
難し さや 技術 の 高 さ が 実感 で きま す 。 e 





あら か わ の 伝統 技術 展 


訪 川 総合 スポ ー ツ セン タ 一 


荒川 区 在住 の 伝統 工芸 技術 保持 者 を 中 心 に 、 
坊 川 マイ スタ ー や 区 内 外 の 伝統 工芸 職人 が 
集まり 実演 ・ 展 示 ・ 販 売 を 行い ます 。 

| 開催 時 期 | 7 月 ( 令 和 2 年 度 は 6 月 ) 





荒川 区 観光 アプ リ 「 あ ら か わ さ ん ぽ ぼ 」 は 、 お で か け や 観 
光 に 役立つ お すす め の 情 報 を 検索 で きる スマ ー ト フォ ン 
用 アプ リケーション で す 。 区 内 の 公園 や 観光 スポ ッ ト 等 
を アプ リ で 紹介 し て いる ほか 、 浮 世 絵 マッ プ や フォ トラ 
リー 等 、 散策 を 楽し むための 機能 が あり ます 。 


App Store、Google Play か ら 
「 あ ら か わ さ ん ば ぼ 」 で 検索 。 
また は 、 こ ちら の QR コー ド か ら 
アク セス で きま すす 





@ 歩き な が ら の 利用 は 危険 で す 。 安全 な 場所 で 立ち 
] 民 まま 5 相川 用 IN く だ きい 

人 @ 情報 料 は 無料 で す 。 た だ し 、 通 信 料 は ご 利用 に な る 方 
の 負担 と な りき まず 。 

信 通信 環境 や 機種 、OS の バー ジョ ン 等 に よっ て は 、 
作動 し な い 場 合 が あり ます 。 ※ 画 面 は イメ ー ジ で す , 





朝生 シン ルル アア シッ アロ 





区 内 の 観光 スポ ッ ト や 史跡 ・ 文 化 財 等 を 「 荒 川 区 観光 ボラ ンティア ガイ ド 」 が ご 案内 
し ます 。 荒川 区 を まち ある き さ れ る 際 に は 、 ぜ ひご 利用 くだ さい ! 


ご 利用 料金 等 


ご 利用 希望 日 の 2 週間 前 まで に 、[ 荒 川 区 観 ガイ ド 料 金 は 無料 で す 。 資料 等 の 配布 も 
光 ボ ラン ティ アガ イド の 会 事務 局 〕」 まで 、 原則 無料 で す 。 た だ し 、 公 共 交 通 機関 へ の 
お 電話 ・FAX・ メ ー ル に て お 申し 込み くだ さい 。 乗車 や 入館 料 ・ 拝 観 料 ・ 線 香代 等 を 必要 と 
日 程 ・ コ ー ス 等 ご 希望 を お 伺い し ます 。 する 場所 で の ガイ ド を 大 望 さ れる 際 は 、 


担当 ガイ ド 分 を ご 負担 いた だ く 場 合 が あり 


ご 利用 で きる 方 志和 


団体 (原則 8 名 以上 ) で お ぉ 申し 込み くだ さい 。 
お 申込 み ・ お 問合せ 


EMMA 荒川 区 観光 ボラ ンティア ガイ ド の 会 事務 局 
年 末年 始 (12 月 29Bー1 月 38)、 (荒川 区 産業 経済 部 観光 振興 課内 ) 
お 盆 (7 月 13 日 一 16 日 ) 及び 8 月 を 除く 通年 人 09E3802 ラ 4 の 8 の 


TE ド AA 人 U9=9903_-2333 


583SRKGIRSsSCioEN 旦 2 の の の メー ル kankou@city.arakawa.tokyo.jp 
3 時 間 以 内 (ご 相談 に 応じ ます )。 





荒川 遊園 地 前 小 台 


| 都電 荒川 線 
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ピン の か 





回 回 BfrwxWe。 





回 棋 回 | 
ss 同和 箇 
回 JEc 9 | 日間 観光 案内 所 







徒 歩 東京 メト ロ 千 代田 線 
JR 山手 線 つく 〈 ば エク スプ レス 
東 京 04 分 当所 98 分 























JR 山手 線 
約 12 分 
PS 京浜 急行 線 = JR 山手 線 
に コ 約 23 分 中 約 24 分 
Ps 京成 スカ イラ イナ ー 
成田 空港 知 36 分 


に っ ほぼ り と ね り 
日 暮 時 舎人 ライ ナーー 





都電 荒川 線 





日 比 谷 線 







JR 宇都 宮 線 - 高 崎 線 一 








ンー 
1 成田 エク スプ レス 





荒川 区 


レ (いさ ぐら (vs<・・) 
京成 町 屋 に 


石 住 汐入 大 橋 






南 千住 


ーー グル 








ミロ ーー テイ バ メメ 
久 き くら (( ーー ーー)) 





ヨコ 
/ 









本 季 球 (の 当 目 





均 川 = ェ リ ァ 町 屋 ェ リ ァ 


尾 和久 エリ ァ 


下町 都電 ミニ 資料 館 
(P3) 
都 軍 お も いで 広場 の を う 


(P3)) さこ 8 内 | 人 、 
入川 導 園 地 前 
eS 


電 荒 川 線 

















隅田 川 


尾久 図書 館 
(P4' 投 名 箱 ) 









困 屋 図書 人 
(P4" 投 名 箱 ) 


町 屋 駅 前 


町 屋 7 


町 屋 文化 セン タニ 


町 屋上 
JR 山手 線 
レー プー 


ゆい の 森 あ ら か わ 
(P4' 投 名 箱 ) 
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クジ 














eo ソ 





八幡 神社 


(西尾 和久 3- 7- 3) 


創建 は 定か で は な いで す が 、 
鎌倉 時 代 未 期 の 正和 元 年 
(1312) に 尾久 が 鎌倉 の 
鶴岡 八幡 宮 の 領 地 に な っ た 
頃 と 推定 され て いま す 。 尾 
久 の 総 鎮守 で あり 、 農 業 

工業 ・ 商 業 の 神様 と し て 親 
し まれ て いま す 8 月 の 第 ] 
土曜 日 ・ 日 曜日 に 例 大 祭 が 
行わ れ 、 4 年 に ] 度 の 神幸 
祭 は 、 山 車 や 馬 等 の 行列 が 
尾久 地域 を ね り 歩 きま す 。 


の あらかわ 遊園 
(西尾 和久 6- 23050 
覧 車 や 、 日 本 一 遅い コー ス 

の どう ぶつ 広場 等 が あり 
まう 

現在 リニュ ー ア ル 工 事 の た め 、 
休園 中 。 
令 和 3 年 (2021) の 夏 頃 を 予定 。 


ーー ポーツ 0 


《 都 立 尾 入 の 原 公園 
(東尾 入 7-1) 

シダ レザ クラ の 名 所 で ある は ほ 

か 、 受 生 広場 や は らっぱ ・ 

ク ローバ ー の 広場 等 が あり 、 

四季 折々 の 自然 を 楽し むこ と 


が で きま す 。 遊具 等 の 施設 は 


あま りあ り ま せん が 、 自 由 に 
の び の びと 走り 回 っ て 遊ぶ こ 
と が で きま す 。 雨水 が 溜まっ 
て で きた 池 と 混 地 の 辺り は 
数 種類 の トン ボ が 生息 し 、 観 
が で きま す 。 


② め りえ 美術 館 
(町 屋 4-1 1-8) 

日 本 で 唯一 の ぬり を る 専門 の 
美術 館 で す 。B8 和 20 一 30 年 
代 に 人 気 を 博 し た 「 き いち 
の ぬり える 」 を 中 心 に 、 日 本 
と 海外 の ぬり える そ を 収集 ・ 展 
示し て いま す 。 

| 開館 昌 | 土曜 日 、 日 曜日 

| 開館 時 間 | 正 千 一 午 後 6 時 (3 月 
ー10 月 )、 午 前 11 時 一 午後 5 時 
11 月 て 2 月 ) 

| 入館 料 | 大 人 (中 学生 以上 )500 円 、 
小学 生 100 円 、 未 就学 児 無料 





荒川 エリ ア は 、 家 々 の 間 の 細い 路地 を 通る と 、 季 節 の 草花 を 置い た 軒先 や 昔ながら の 町 工場 が 点 在 
する 、 下 町 らし い 地 域 で す 。 商店 街 は 、 毎 日 活気 に 溢れ て いま す 。 
町 屋 エ リア は 、 都 電 荒 川 線 ・ 京 成 本 線 ・ 東 京 メ トロ 千代 田 線 の 結節 駅 が あり 、 都 心 へ の アク セス が 


大 変 良い 地域 で す 。 日 本 で 唯一 の 「 ぬ り る 美術館]」 や 、 若 手 作 家 を 応援 する お 店 等 も あり 、 下 町 女 
化 を 支え る 土壌 が 息づく 地域 で す 。 
尾久 エリ ア と 言え ば 、「 あ ら か われ 遊園 」。23 区 唯一 の 区 営 遊 園地 は 、 荒 川 区 の 一 押し スポ ッ ト で す 。 
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間 





] 春の 荒川 区 は 
| 花 の イベ ント が 満載 ! 



























ゆい の 森 あ ら か わ 
(荒川 2-50-1) 

約 60 万 冊 の 歳 書 規模 を 誇る 
中 央 図書 館 、 荒川 区 出身 の 作 
家 ・ 吉 村 昭 氏 の 記念 文学 館 、 

体験 キッ ト や ワー クシ ョ ッ プ 
等 が 楽し め る 学び ラウ ンジ や 
乳幼児 が 親子 で 雨 の 日 で も 安 
心して 遊べ る 遊び ラウ ンジ が 
一 体 と な っ た 複合 施設 で す 。 

| 開館 時 間 | 生前 9 時 30 分 て 午後 8 時 30 分 
| 休館 日 | 第 3 木曜 日 、 特 別 整理 日 、 
年 末年 始 ほか 









シダ レザ クラ 祭り 
(都立 尾 入 の 原 公園 ) 
シダ レザ クラ 祭り は 、 都 立 尾 和久 の 原 
公園 周辺 と 隅田 川 を 見 渡せ る 堤防 に 
植 栽 され た 257 本 の シダ レザ クラ が 
咲き 誇る 頃 、 毎 年 開催 され ます 。 
ステ ー ジ ショ ー や 模擬 店 の 出店 等 が 
人生 われ ます 。 
| 開催 時 期 | 4 月 上 包 


バラ の 育て 方 
NN 会! 衝立 で す 


三河 島 水 再生 セン ター 
(荒川 8-25- 1) 

大 正 11 年 (1922) に 稼働 を 
開始 し た 、 日 本 で 最初 の 近代 
的 な 水 再生 施設 で す 。 国 の 重 
要 文 化 財 で ある 赤レンガ 造り の 
旧 三 河島 汚水 処分 場 史 筒 (ポン 
プ ) 場 施 設 や 、 下 水 処理 過程 は 、 
見 学 で きま す (予約 制 )。 

/NNI 昌 三河 島 汚水 処分 場 独 筒 (ポン プ ) 場 
見 学 予約 ( 火 ・ 金 を 除く ) 

| 問合せ | 03-6458-3940 

/ 人 処理 施設 見 学 予約 ( 平 有 の み ) 

| 問合せ | 03-3241-0944 








あら か わ バ ラ の 市 


都電 荒川 線 沿 線 に バラ の 花 が 咲き 誇 


連 商 品 の 販売 が 行わ れ ま す 。 
| 開催 時 期 | 5 月 中 旬 






《2 訪 川 自然 公園 
(荒川 8-25-3) 
東京 都 の 「 新 東京 百 景 」 に 
選ば ぼれ た 公園 に は 、 荒 川 区 
の 地形 を か た どっ た 人 工 池 
や 、 楽 し く 交 通 ル ー ル が 学 
べ る 交通 園 等 が あり ます 。 
| 体 園 日 | 第 1 ・ 第 3 木曜 昌 
(祝日 の 場合 は その 翌日 ) 


(都電 荒川 線 町 屋 駅 前 停留 場 周 辺 ) 
る 
頃 、 毎 年 開催 され る イベ ント で す 。 バ 
ラ 鉢 の 販売 や 、 地 元 商 店 に よる バラ 関 





赤土 小学 校 前 「」 
m 尾 
用 

















新 道 図書 SS = ブナ) | 三 目 記 ノ き 
(PA 投 各 和 ) アー タン ンー | | 請 入 
se | 川 / 
hn や ーー NN 
N パ 荒川 区 役所 前 ( 】 二 W 和 
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荒川 区 内 に は 、 在 日 の 韓国 ・ 朝 鮮 
の 人 々 が 多く 暮らし て いま す 。 

な か で も 、 JR 常磐 線 三 河島 駅 周 
辺 に は 、TV 等 で 紹介 され た 焼肉 
・ 物 産 ・ 美 容 等 特色 の ある お 店 が 
た くさ ん 並ん で いま す 。 






















江戸 時 代 に 多く の 文人 達 に 好ま れ 、 
浮世 絵 や 文学 作品 の 題材 に も され 
た 日 暮 里 エリ ア に は 、 文 人 ゆか り 
の 寺社 が 数 多く あり ます 。 





松山 市 観光 俳句 ポス ト (P が 、 


NN\ 
日 暮 里 駅 の 
N シン ボル アリ 











(日 暮 里 駅 前 イベ ント 広場 ) 
太田 道 準 は 、 室 町 時 代 後 期 か ら 戦 国 時 代 初 期 に 活躍 し た 武将 で 、 江 戸 日 暮 里 駅 東口 ロー タリ ー [山吹 の 花 一 枝 ] 像 は 
城 を 築い た こと で も 知ら れ 、 人 々 に 親しま れ て きま し た 。 人 道 準 は 、 、 に ある 太田 道 準 の ブロ ン [山吹 の 里 伝説 ] で 道 準 
荒川 区 内 の 西 日 暮 里 四 丁目 付近 に 砦 を 築い た と 言わ れ て お り 、 西 日 暮 ズ 像 は 、 僧 偶 に し て 彫刻 に 山吹 の 花 を 捧げ けた 娘 の 
里 駅 北西 部 の 高 全 の 地域 一 帯 は 、 道 準 山 と 呼ば れ て いま す 。 日 慕 里 道 家 で あっ た 橋本 活 道 氏 に 姿 を 表現 し た 作品 で 、 彫 


準 ま つり で は 太田 道 準 ゆか り の 自治 体 ・ 店 舗 に よる 物販 ・ PR 等 が 行 より 作ら れ ま し た 。 刻 家 の 平野 千里 氏 に より 
われ ます 。 | 開催 時 期 | 11 月 催 ち れれ まし た 。 
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( 東 日 暮 里 36 丁 目付 近 ) 
両側 約 1km に わた っ て 、 生 地 織 物 の 店 が 立ち 並び 、 
生地 織物 に 関す る も の な ら 何 で も 揃 いま す 。 日 募 里 
繊維 街 の 名 を 全国 に アピ ー ル する た め 、 デ ザイ ン 
コン テス ト と ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー が 開催 され て いま す 。 


絶好 の 電車 撮影 
N スポ ボット ! / 





( 西 日 暮 里 2-58) 
日 暮 里 駅 の 東西 を 結ぶ 踏 線 橋 「 下 御 隠 殿 橋 ]」。 この 橋 の 中 程 に は 
[トレ イン ミュ ー ジ アム | と 呼ば れる バル コニー が あり 、 JR 
線 (新幹線 ・ 在 来 線 )・ 京 成 線 (成田 スカ イア クセ ス 線 ) 等 、 
] 日 に 21 種 類 、 約 2.500 本 の 列車 を 見 る こと が で きま す 。 














所 


暮 里 駅 構内 に 設置 し て いる 「 日 暮 里 観光 案内 所 で は 、 観 光 1 Nm Te 


パン フレ ッ ト の 配布 や スタ ッ フ に よる 案内 等 を 行っ て いま す 。 
外国 語 で の 対応 も 可能 で す の で 、 荒 川 区 に お 越し の 際 は 、 ま ず 
は こち ら で 情 報 収集 を し て みて は いか が で し ょ うか 。 

| 営業 時 間 | 午前 10 時 一 午後 4 時 

| 定休 | 年 末年 始 





( 西 日 暮 里 3 丁 目 台 東 区 谷中 3 丁目 付近 ) 
[やけ だ ん だ ん 」 は 、 美 し い 夕焼け を 眺め られ る 階段 で 、 
一 般 公募 に より 命名 され まし た 。 レト ロ な 雰囲気 が 漂う 
谷中 ぎん ざ (谷中 銀座 商店 街 ) の 店 先 の 屋根 の 上 に は 、 獲 
の オブ ジェ (木製 彫刻 ) が いる の で みつ け て みて くだ さい 。 





ーー 






千住 大 橋 
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人 汐 衝 図書 SS。 
ーー ーT TS 
< 
人 導 | 
二 1 放 1 
k 還 良 | 時 ーー 
列 り Em 沈 - - 電 四 和 本 
いで 館 マ | / 1 ( ーー ョ ' / 
吉相 信 / 本 ルル / 
多 、 4 村 ! / が 
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/ 半 
い > 


松尾 巴 焦 像 
( 南 千住 4-5 南 千 住 駅 西 ロ ロー タリ ー) 
元禄 2 年 (1689) 3 月 27 日 (新暦 5 月 


16 日 )、 松尾 葉 は 千住 大 橋 の 南 詰 で 
船 を 上 り 、 南 千住 の 地 か ら 奥 の 細道 の 


旅 へ と 出 立ち まし た 。 平成 27 年 3 月 の 
「 奥 の 細道 サミ ッ ト 」 の 開催 を 記念 し 
て 建立 され た ブロ ンズ 像 は 、 彫 刻 家 の 
平野 千里 氏 に より 作ら れ ま し た 。 


の 素 半 放 神 
( 南 千住 6-60-1) 

区 内 で 最も 広い 61 ケ 町 ( 南 千住 ・ 三 ノ 輪 、 
三河 島 、 町 屋 ) に 氏子 域 を 持つ 神社 で す 。 
松尾 色 薦 「 奥 の 細道 ] 旅立ち の 匂 を 刻 
む 矢 立 初め の 句碑 (区 指定 文化 財 ) は 
文政 3 年 (1820) に 千住 宿 に 集う 文人 
だ によって ん 軒 で られ まし た, 





お 千住 大 橋 


( 南 千 住 6-71 付近 ) 


文 禄 3 年 (]594)、 徳川 家康 が 江戸 に 
入ら て 初め て 架け た 橋 で す 。 こ こ は 潮 
戸 の 北 の 玄 関 品 で あり 、 松 尾 色 焦 も こ 
こ か ら 典 州 へ と 旅立ち まし た 。 

歌川 広重 の 名 所 江戸 百 景 「 千 住 の 大 は し 」 
に も 失 か 衝 て CN ま 。 


荒川 ふる さと 廊 化 館 
( 南 千 住 6- 63-1) 

荒川 区 の 歴史 ・ 文 化 を 学び 、 探 求 で きる 施設 で す 。 荒 川 
区 内 で 発掘 され た 遺跡 か ら の 出土 品 、 中 世 の 板 碑 、 近世 
の 町 や 農村 の 暮らし 、 銭 座 の 作業 風景 、 昭和 41 年 頃 の 
復元 家屋 や 奥 の 細 道 に 関す る 資料 等 を 常設 展示 し 、 年 3 
回 企画 展 や 館 蔵 資料 展 を 開催 し て いま す 。 ま た 、 あ ら か わ 
伝統 工芸 ギャ ラリ ー (無料 ) で は 、 区 内 の 職人 の 作品 を 
展示 し て いる ほか 、 月 1 回 程度 実演 と ワー クシ ョ ッ プ を 
行っ て いま す 。 
| 開館 時 間 | 午前 9 時 30 分 て 午後 5 時 
| 観覧 料 | 100 円 
| 休館 昌 | 月 曜日 (祝日 、 振 替 休 日 の 場合 は その 翌日 )、 
第 2 木曜 日 ( 館内 整理 日 )、 年 末年 始 


























隅田 川治 いか ら は 
東京 スカ イツ リー が 見 えま す 。 


IN 


都立 汐入 公園 

( 南 千住 B-7・13 ~16) 
隅田 川 に 沿っ た 形 で 造ら ちら れ た この 公園 は 、 南 千住 
8 丁目 の 白 胃 西 地区 市 街 地 再開 発 事業 で 整備 され た 
広 さ 12.9 ヘ へ ヘクター ル の 都立 公園 で す 。 園 内 は 、 芝 生 
が 心地 良い 「 ふ れ あ いい 広場 ]、 花 で 囲ま れ た 「 日 時 計 ]、 
子ども に 人 人 気 の 「 複 合 遊具 ] 等 の 施設 が 充実 し て い 
ます 。 ま た 、 公 園 に 隣接 する スー パー 堤防 は 、 散 策 
路 や サイ クリ ング ロー ド と し て も 利用 され て お り 、 
春 に は 沿道 に 桜 が 咲 き 誇 り ま す 。 








汐入 水辺 フェ スタ 
(都立 汐入 公園 ) 

荒川 区 に 隣接 する 隅田 川 の 水辺 空間 を 、 ゆ っ た り 楽 し むこ 

と を ヨン セプト に し た イベ ント です 。 水辺 カフ ェ や ロー ド 

トレ イン ・ パ フォ ー マ ン スシ ョ ー・ 体 験 イベ ント 等 が 行わ 

れ ま す 。 

| 開催 時 期 | 9 月 上 包 
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訪 川 区 ホー ムペ ー ジ 
https://www.city.arakawa.tokyo.jp/ 


に 介入 /h9cj』 に 


守 @arakawakukoho 


〒116-8501 東京 都 荒 川 区 荒川 2-2-3 荒川 区 facebook 


TEL 03-3802-4689 臣 https://www.facebook.com/city.arakawa 


リサ イク ル 適 性 (⑳) 


令 和 2 年 3 月 発行 登録 (01)0084 号 この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 


リサ イク ル で きま す 。 
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